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ここに2008年度図書館年報をお届けします。
2008年度における図書館の基幹的事業は、研究支援、教育支援の両面にわたって、所蔵資
料のデジタル化、所蔵資料の利用環境の改善を中心とした施策をいっそう推進することを中心
として行われてきました。とくにその作業がおおよそ完成した古典籍総合データベースについ
ては、これを学内外において十分に活用する方向での展開を心がけ、授業での活用をメインに
打ち出すなど、「誰でも、いつでも、どこからでも学術資源にアクセスできる」施策をいっそう
積極的に進めてきました。また、早稲田大学創立125周年を記念して開催したコロンビア大学
との共催による「角田柳作展」は、ニューヨークでも開催され、好評を博しました1）。また、「西
洋古版本展～ルネサンスの書物とパラーディオ『建築四書』」(08.10.24～11.20)、「群雄割
拠－戦後の世から天下統一へ」(09.3.25～4.16)などをはじめとする展示開催、大学史資料
センター、會津八一記念博物館、演劇博物館など他の箇所企画に対する積極的な支援を行なう
とともに、利用者支援の充実の観点から、中央図書館の開館時間の延長、日曜開館日のさらな
る増設などの対応をしてきました。
ところで、NEXT125に関わる図書館施策のうち、全学基盤教育充実の一環として、図書館
による学習支援連携の施策を公にしました2）。この中で「学習支援連携委員会」の設置を提言し
ましたが、本年2月の経営執行会議および学術院長会でその設置が承認されました3）。
この学習支援連携は、デジタル資料を含む図書館が所蔵する学術資料を学生や院生が積極的にか
つ有効に活用し、大学における知の獲得をより確実に実現する手法を確立するための施策です。こ
の学習支援連携委員会では、全学的な図書館情報リテラシー教育を推進するために、二つの方向で
議論する予定にしています。1つには、全学的な図書館情報リテラシーのための講座の開設であり、
2つは各学術院における導入教育に対する学習支援です。前者については、教務部、オープン教育
センター、メディアネットワークセンター、ライティング・センターなどの協力を得て、図書館情
報リテラシーの企画について学習支援連携委員会の作業部会において検討が始まりました。
図書館としての具体的な取組みとして、①スチューデント・コモンズの開設と②これらをス
タッフとして支えるアカデミック・リエゾン制度の設置があります。①のスチューデント・コ
モンズは、この図書館情報リテラシーをより実践的なものにするために、若手研究者と図書館
員がメディアネットワークセンターはじめ他機関の協力のもとに常駐する場所を意味し、学生
に開放された場所としての空間において学生が日常的な学習のために利用することができる場
所を意味します4）。設置を予定している場所としては、中央図書館4階のAVホール及び2階の
スペースを考えています。ここに常駐し、学生や院生の学習を手助けするスタッフが②にいう
アカデミック・リエゾンということになります。図書館ではアカデミック・リエゾンで構成さ
れる利用者支援課を本年4月から設置して、政治経済学部の総合基礎演習や、文学部・文化構
想学部の基礎演習等の支援を開始しています。
最後に、今後の課題として次世代図書館員の養成の問題があります。大学図書館が教育研究
の中枢であり続けるためには、そこに常駐するスタッフの充実は不可避の問題といえます。図
書館員の定年退職による世代交代が現実味を帯びている状況にあって、まさに次世代の図書館
員を新しい図書館像の中で育て上げなければなりません。人事政策を含めて、この課題は大学
の図書館施策の中心に位置付けられなければなりません。きわめて大きな課題と認識されるべ
きものといえます。
以上、2008年度の事業概略および今後の展望について総括しました。学術資料のデジタル
化を中心とした学術情報基盤が速いスピードで変化していく環境にあって、大学図書館の役割
は「大学の知」を支える幹としてさらに重要になるものと考えています。より開かれた早稲田大
学図書館を実現するべく、学習支援連携委員会、図書館協議員会、高田早苗記念研究図書館運
営委員会、各箇所の図書委員会などを通じ、広くご意見をいただければと思っています。
1）　詳しくは本年報P.14を参照。
2）　加藤哲夫「図書館による学習支
援の創造と展開」図書館紀要56号
29頁以下（2009年）。
http://www.wul.waseda.ac.jp/
Libraries/kiyou/k_index06.html
3）　詳しくは本年報のP.4を参照。
4）　本年1月下旬に、米国ワシント
ン大学図書館を訪問し、その評価が
高い同図書館のlearning commons
を視察した。learning commons
は、学びのために学生が集う「場所」
であり、同大学図書館では満席状態
にあった。もとよりその「場所」には、
図書館員が常駐し、利用者のための
レファレンス業務を専門的な立場か
ら実施している。
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